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明
高
だ
よ
り

③
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
モ
ー
リ
ー

高
校
と
連
携
し
た
共
同
研
究
、
相

互
発
表

④
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
で
の
講

義

・
実
験
実
習

・
課
題
研
究
発
表

と
大
学
教
授
に
よ
る
指
導

⑤
科
学
イ
ベ
ン
ト
で
の
課
題
研
究
発

表
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
科
学

コ
ン
テ
ス
ト
等

へ
の
参
加

⑥
大
学
教
授
や
研
究
者
に
よ
る
最
先

端
の
科
学
研
究
に
係
る
特
別
講
義

及
び
実
験
講
座
の
開
講

一
年
次
に
は
基
礎
実
験
を
行
い
、

実
験

・
観
察
技
術
、
実
験
デ
ー
タ
の

処
理
方
法
、
統
計
学
に
基
づ
く
デ
ー

タ
分
析
の
手
法
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
係
る
資
料

作
成
方
法
と
発
表

手
法
を
習
得
し
ま

す
。
二
年
次
に
は

課
題
研
究
、
三
年

次
に
は
明
石
市

へ

の
政
策
提
言
等
を

行
い
ま
す
。

三
年
保
護
者
会

七
月
四
日

（土
）、
三
年
保
護
者

会
を
開
催
し
、
多

く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

例
年
で
あ
れ

ば
、
五
月
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
後
に
も
開

催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
受

け
、
臨
時
休
校
が
続
い
た
た
め
、
こ

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

校
長
と
学
年
主
任
の
挨
拶
、
進
路

指
導
部
長
に
よ
る
今
年
度
入
試
結
果

分
析
と
来
年
度
入
試
概
要
説
明
の

後
、
教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
蔵
下

克
也
氏
に
よ
る

「新
大
学
入
試
に
向

け
て
の
心
が
ま
え
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
、
受
験
生
を
持
つ
保
護
者
の

あ
り
方
を
中
心
に
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

後
半
は
、
文
系
、
理
系

・
理
数
探

究
類
型
、
美
術
科
の
三
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
各
系
ご
と
に
受
験
環
境

の
変
化

・
最
新
入
試
情
報

・
入
試
動

向
、
推
薦
入
試
受
験
等
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

進
学
説
明
会

六
月
二
十
九
日

（月
）、
三
年
生

の
医
療

・
看
護
系

へ
の
進
学
を
目
指

す
生
徒
を
対
象
に
進
学
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
す
る
中
で
、
市
民
の
命
を
守
る

た
め
に
自
ら
の
感
染
リ
ス
ク
も
顧
み

ず
、
そ
の
最
前
線
で
治
療
や
看
護
な

ど
の
医
療
に
従
事
さ
れ
る
方
々
の
献

身
的
な
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
志
望
理
由
は

一
人

一
人

異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
医

療

・
看
護
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性

を
強
く
認
識
し
、
人
と
向
き
合
い
人

の
命
を
守
り
支
え
る
と
い
う
強
い
使

命
感
と
責
任
感
を
持
っ
た
生
徒
達
が

志
望
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
予
備
校
講
師
か
ら

職
業
と
し
て
の
医
療

・
看
護
系
の
魅

力
、
求
め
ら
れ
る

資
質
能
力
、
大
学

等
の
魅
力
と
学
び

の
特
徴
、
受
験
に

臨
む
心
構
え
等
、

様
々
な
観
点
か
ら

講
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
は
真

剣
な
眼
差
し
で
し

た
。

美
術
科
対
面
式

学
校
が
完
全
再
開
し
た
六
月
十
五

日

（月
）、
中
部
講
堂
に
お
い
て
二

ヶ
月
遅
れ
の
美
術
科
対
面
式
を
行
い

ま
し
た
。

最
初
に
校
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

美
術
科
の
魅
力
と
し
て
、
充
実
し
た

設
備
、
特
異
な
感
性
を
備
え
た
学
生

が
県
下
全
域
か
ら
集
ま
り
、
先
輩
後

輩
の
枠
を
超
え
て
相
互
に
切
磋
琢
磨

し
合
い
、
刺
激
し
合
い
、
向
上
し
合

う
環
境
を
挙
げ
、
明
高
で
の
充
実
し

た
三
年
間
の
学
び
を
基
盤
に
し
て
進

路
目
標
を
達
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
七
十
五
回
生
学

年
主
任
の
挨
拶
、

一
年
生
全
員
の
自

己
紹
介
、

一
年
生
代
表
の
抱
負
、
三

年
生
代
表
の
歓
迎

の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
、

美
術
科
教
員
を
紹

介
し
美
術
科
長
が

激
励
し
ま
し
た
。

明石高校ホームページ

[ 明石高校]で検索

http://www.hyogo-c.ed.jp/~akashi-hs/

活動の内容は兵庫県立明石高

等学校ホームページでご覧に

なれます

ひ
ょ
う
ご
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定

今
年
度
、
本
校
は
国
内
外
の
調
査

研
究
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
る

よ
う
取
り
組
む
学
校
と
し
て
県
教
育

委
員
会
よ
り

「ひ
ょ
う
ご
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
研
究
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

本
校
で
は
、
「グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
科
学
系
人
材
の
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
、
理
数
探
究
類
型

生
徒
を
中
心
と
し
て
、
論
理
的
思
考

力
、
課
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
主
体
性
等
を
身
に

つ
け
、
将
来
、
国
際
的
な
舞
台
や
地

域
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
科

学
系
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
取
組
は
次
の
通
り
で
す
。

①
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大

学
、
兵
庫
県
立
大
学
、
企
業
等
と

連
携
し
た
５
分
野

（生
物

・
化
学

・
物
理

・
数
学

・
情
報
）
の
課
題

研
究

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
芸
術
を
活
用
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
工
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等

に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
実
践


